
　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
的

な
景
気
低
迷
の
な
か
、
中
国
経
済
は
積

極
的
な
公
共
投
資
と
金
融
緩
和
に
よ
っ

て
急
速
な
回
復
を
実
現
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
農
民
工
の
直
面
す
る
雇
用
環
境

も
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
よ

り
良
い
労
働
条
件
を
求
め
る
農
民
工
の

意
識
の
高
ま
り
と
労
働
需
給
の
逼
迫
を

受
け
、
現
場
労
働
者
の
賃
金
の
引
き
上

げ
や
雇
用
条
件
の
改
善
も
中
国
各
地
で

広
が
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
農
業
に
お
い
て
も
、
大
規
模

農
家
の
育
成
や
「
龍
頭
企
業
」
と
呼
ば

れ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
と
の
契
約

生
産
、
あ
る
い
は
農
民
の
組
織
化
も
進

展
し
て
い
る
。
し
か
し
世
界
的
な
穀
物

価
格
の
高
騰
を
受
け
、
中
国
政
府
は
食

糧
（
穀
物
の
ほ
か
に
、
豆
類
と
イ
モ
類

を
含
む
）
の
生
産
維
持
の
た
め
、
食
糧

生
産
農
家
へ
の
支
援
を
一
層
強
化
す
る

な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
近
年
の
変
化
も

著
し
い
。

　

本
稿
で
は
農
民
工
問
題
と
農
業
産
業

化
、
そ
し
て
食
糧
生
産
へ
の
支
援
に
焦

点
を
あ
て
、
中
国
の
「
三
農
」（
農
業
、

農
村
、
農
民
）
を
め
ぐ
る
最
近
の
変
化

と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

● 
世
界
金
融
危
機
と
農
民
工

　

二
〇
〇
八
年
秋
の
世
界
的
な
金
融
危

機
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
と
い
っ
た
先

進
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
中
国
経
済
に
も

大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
。
中
国
で

は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
以
降
の
対
外
貿

易
の
落
ち
込
み
は
深
刻
で
、
中
国
海
関

統
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
九
年
一
月
の
輸

出
額
は
九
〇
五
億
米
ド
ル
（
対
前
年
同

期
比
一
八
％
減
）、
二
月
は
六
四
九
億

米
ド
ル
（
同
二
六
％
減
）
と
な
っ
た
。

そ
の
後
も
二
〇
〇
九
年
七
月
ま
で
毎
月

の
輸
出
総
額
が
一
〇
〇
〇
億
米
ド
ル
を

下
回
り
、
前
年
同
期
比
で
も
二
〇
％
前

後
の
減
少
が
続
い
た
。

　

輸
出
加
工
の
中
心
地
で
あ
る
珠
江
デ

ル
タ
で
は
、
海
外
か
ら
の
受
注
減
少
に

よ
る
輸
出
加
工
企
業
へ
の
影
響
が
と
り

わ
け
甚
大
で
あ
っ
た
。
広
東
省
の
輸
出

企
業
の
う
ち
、
二
〇
〇
八
年
に
閉
鎖
あ

る
い
は
省
外
移
転
し
た
も
の
は
四
九
〇

〇
社
前
後
に
の
ぼ
り
、
関
連
す
る
従
業

員
数
も
五
七
万
人
に
達
し
た
と
い
う
。

　

と
く
に
玩
具
製
造
企
業
で
は
、
欧
州

連
合
向
け
玩
具
の
安
全
基
準
の
厳
格
化

と
金
融
危
機
に
よ
る
外
需
減
少
の
影
響

で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
玩
具
輸
出

実
績
の
あ
っ
た
広
東
省
の
企
業
数
は
二

〇
〇
七
年
に
は
四
九
八
四
社
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
七
四
〇
社
と

三
分
の
一
程
度
に
ま
で
減
少
し
た
。

　

そ
の
他
の
製
造
業
で
も
海
外
か
ら
の

受
注
が
軒
並
み
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

現
場
労
働
者
の
大
き
な
比
重
を
占
め
る

農
民
工
の
解
雇
や
失
業
が
相
次
ぎ
、
二

〇
〇
九
年
一
月
末
の
春
節
を
待
た
ず
に

帰
郷
す
る
農
民
工
（「
返
郷
農
民
工
」）

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
国
家

統
計
局
が
実
施
し
た
「
返
郷
農
民
工
」

の
就
業
状
況
に
関
す
る
調
査
報
告
に
よ

る
と
、
農
民
工
の
う
ち
の
約
二
五
〇
〇

万
人
（
農
民
工
の
一
八
％
）
が
金
融
危

機
の
影
響
で
職
を
失
っ
た
と
い
わ
れ
る

（
参
考
文
献
①
）。

● 

景
気
回
復
と
農
民
工
の
対
応

　

し
か
し
、
中
国
政
府
に
よ
る
四
兆
元

に
の
ぼ
る
積
極
的
な
財
政
政
策
と
大
幅

な
金
融
緩
和
、
そ
し
て
為
替
レ
ー
ト
の

安
定
化
と
輸
出
増
値
税
の
還
付
率
引
き

上
げ
と
い
っ
た
景
気
の
下
支
え
策
や
、

年
末
商
戦
に
向
け
た
欧
米
か
ら
の
受
注

増
加
に
よ
っ
て
、
中
国
経
済
は
二
〇
〇

九
年
半
ば
頃
か
ら
顕
著
な
回
復
傾
向
を

示
し
て
き
た
。

　

景
気
動
向
を
示
す
製
造
業
購
入
担
当

者
指
数
（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、図
1
）
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
八
年
年
一
〇
月
か
ら
基
準
値
で

あ
る
〇
・
五
（
景
気
に
変
化
な
し
）
を

大
幅
に
下
回
り
、同
年
一
一
月
に
は
〇
・

三
八
八
に
ま
で
下
落
し
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
九
年
に
入
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
回
復

傾
向
を
示
し
、
同
年
三
月
に
は
〇
・
五

を
上
回
り
、
そ
の
後
も
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
輸
出
受
注

指
数
の
二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
落
ち
込

み
は
Ｐ
Ｍ
Ｉ
よ
り
も
大
き
く
、
二
〇
〇

九
年
六
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
〇
・
五

を
上
回
っ
た
。
そ
の
後
は
一
貫
し
て
高

い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

輸
出
受
注
の
回
復
傾
向
が
う
か
が
え

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
国
経
済
の
景
気
好
転

中国の選択
真の「調和社会」は可能か？

特集

寳
劔
久
俊
・
山
口
真
美

漂
流
す
る
農
民
工
と
農
業
政
策
の
ゆ
ら
ぎ
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と
海
外
受
注
の
回
復
に
よ
っ
て
、
雇
用

環
境
に
も
急
速
な
回
復
の
兆
し
が
み
ら

れ
る
。
図
2
に
は
、
中
国
主
要
都
市
の

有
効
求
人
倍
率
の
変
化
を
示
し
た
。
国

際
金
融
危
機
に
よ
る
加
工
輸
出
企
業
の

不
振
の
た
め
、
有
効
求
人
倍
率
は
二
〇

〇
八
年
第
4
四
半
期
に
は
〇
・
八
五
と

大
幅
に
落
ち
込
み
、
前
期
と
比
べ
て
大

幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の

二
〇
〇
九
年
の
第
1
四
半
期
と
第
2
四

半
期
も
有
効
求
人
倍
率
は
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
た
が
、第
3
四
半
期
に
は
〇
・

九
五
、
第
4
四
半
期
に
は
〇
・
九
七
と

な
り
、
雇
用
状
況
の
急
速
な
回
復
を
示

す
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
有
効
求
人

倍
率
が
低
迷
し
た
二
〇
〇
九
年
前
半
の

時
期
に
も
、
農
民
工
の
求
職
難
と
企
業

の
求
人
難
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
二
つ

の
現
象
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
春
節
明
け
の
二
〇
〇
九
年
二
月
、

衣
料
品
企
業
が
集
積
す
る
江
蘇
省
常
熟

市
で
は
、
職
探
し
を
す
る
農
民
工
が
溢

れ
る
一
方
で
、
企
業
は
求
人
難
に
直
面

し
、
不
足
す
る
労
働
者
数
は
常
熟
市
全

体
で
一
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。そ
の
た
め
、

常
熟
市
の
あ
る
衣
料
品
企
業
で
は
、
賃

金
を
一
五
％
引
き
上
げ
た
が
、
そ
れ
で

も
応
募
者
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
か
っ
た

と
い
う
（『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
九
年

二
月
一
九
日
）。

　

求
職
者
で
あ
る
農
民
工
に
と
っ
て
、

衣
料
品
産
業
は
就
業
時
間
が
長
く
、
賃

金
水
準
も
低
い
働
き
先
で
あ
る
。
常
熟

市
の
衣
料
品
企
業
に
お
け
る
ワ
ー
カ
ー

の
一
般
的
な
就
業
条
件
は
、
毎
日
の
就

業
時
間
が
一
五
〜
一
六
時
間
、
休
暇
が

一
カ
月
に
わ
ず
か
一
日
、
月
給
も
一
五

〇
〇
元
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
職
さ
え

あ
れ
ば
寡
黙
に
働
い
た
従
来
の
農
民
工

と
異
な
り
、「
新
世
代
農
民
工
」
と
呼

ば
れ
る
一
九
八
〇
年
代
以
降
生
ま
れ
の

若
い
世
代
の
農
民
工
は
、
賃
金
の
他
、

労
働
条
件
や
余
暇
の
有
無
に
対
す
る
期

待
も
高
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

労
働
条
件
の
良
い
仕
事
で
は
ポ
ス
ト
が

不
足
す
る
一
方
で
、
労
働
条
件
が
劣
悪

な
仕
事
で
は
求
人
難
が
発
生
す
る
労
働

需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
り
、
そ
れ

が
求
人
難
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

農
民
工
の
労
働
需
給
逼
迫
の
傾
向

は
、
輸
出
加
工
業
が
多
い
広
東
省
の
珠

江
デ
ル
タ
地
帯
と
浙
江
省
、
江
蘇
省
、

上
海
市
の
長
江
デ
ル
タ
地
帯
を
中
心

に
、
二
〇
〇
九
年
七
月
頃
か
ら
顕
著
に

な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
企
業
の
求

人
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
、
金
融
危
機

を
契
機
に
一
度
帰
省
し
た
返
郷
農
民
工

が
再
び
沿
海
部
の
企
業
に
戻
る
速
度
は

緩
慢
で
、
多
く
の
企
業
が
労
働
力
不
足

傾
向
に
陥
っ
た
。

●
農
民
工
を
め
ぐ
る
新
た
な
展
開

　

二
〇
一
〇
年
に
入
っ
て
も
、
農
民
工

の
求
人
難
は
回
復
せ
ず
、
同
年
二
月
の

春
節
後
も
珠
江
デ
ル
タ
で
は
約
二
〇
〇

万
人
の
労
働
者
が
不
足
し
て
い
る
と
報

道
さ
れ
る
な
ど
、
人
手
不
足
は
依
然
と

し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
広
東
省
で
発
生
し
た
二
つ
の
大

き
な
事
件
は
農
民
工
問
題
に
新
た
な
波

紋
を
も
た
ら
し
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

第
一
に
、
ア
ッ
プ
ル
や
デ
ル
な
ど
向

け
に
電
子
機
器
の
受
注
製
造
サ
ー
ビ
ス

（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
行
う
鴻
海
集
団
の
子
会
社

で
あ
る
富
士
康
（
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
）
で

二
〇
一
〇
年
に
入
っ
て
若
年
従
業
員
の

自
殺
が
頻
発
し
た
事
件
で
あ
る
。
自
殺

の
原
因
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
個
人

的
な
背
景
や
「
八
〇
後
・
九
〇
後
」
と

呼
ば
れ
る
若
年
世
代
の
精
神
的
な
弱
さ
、

富
士
康
の
労
務
管
理
上
の
問
題
（
単
調

な
長
時
間
作
業
、
極
度
に
効
率
化
さ
れ

た
就
業
体
制
な
ど
）
と
い
っ
た
点
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
を
契
機

に
富
士
康
の
経
営
陣
は
六
月
一
日
か
ら

職
員
の
賃
金
を
三
〇
％
以
上
引
き
上
げ

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
同
年

一
〇
月
か
ら
新
た
な
賃
金
体
系
が
導
入

さ
れ
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
カ
ー
の
賃
金
も
月

額
九
〇
〇
元
か
ら
二
〇
〇
〇
元
に
な
る

な
ど
、
大
幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
広
東
省
の
日
系
企

業
を
中
心
に
発
生
し
た
大
規
模
な
ス
ト

ラ
イ
キ
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
二
〇
一

〇
年
五
月
一
七
日
に
広
東
省
仏
山
市
に

あ
る
ホ
ン
ダ
の
部
品
工
場
（
南
海
本
田

零
部
件
製
造
公
司
）
で
一
〇
〇
人
以
上

の
従
業
員
が
就
業
を
放
棄
し
、
賃
上
げ

を
要
求
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
た
。

賃
上
げ
の
水
準
や
労
働
者
の
権
利
保
障

の
面
で
労
使
間
の
交
渉
は
難
航
し
、
ス

図2　中国主要都市の有効求人倍率の推移
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（出所）『中国労働力市場』（http://www.lm.gov.cn/）より筆者作成。
（注）本データは、中国人力資源市場信息網監測センターが全国102

都市の公共就業サービス機構に対して実施した調査結果に基
づく。

図1　 中国の製造業購入担当者指数（PMI）と
新規輸入受注指数の推移
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年
5
月

2
0
0
8
年
4
月

2
0
0
8
年
3
月

2
0
0
8
年
2
月

2
0
0
8
年
1
月

（出所）『中国物流与采購網』（http://www.cflp.org.cn）より筆者作成。
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ト
ラ
イ
キ
は
拡
大
を
み
せ
た
が
、
六
月

一
日
に
従
業
員
の
賃
金
を
三
五
％
引
き

上
げ
る
こ
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し

た
従
業
員
の
責
任
追
及
を
し
な
い
こ
と

で
合
意
し
た
。
こ
の
事
件
を
ひ
と
つ
の

契
機
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
各
地
に
広
が

り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
広
州
工
場
や
系

列
の
天
津
工
場
な
ど
で
も
ス
ト
が
発
生

し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
農

民
工
の
就
業
条
件
に
つ
い
て
、
地
方
政

府
も
関
心
を
強
め
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
二
〇

一
〇
年
九
月
ま
で
に
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
行
っ
た
省
（
自
治
区
、直
轄
市
）

は
二
七
に
上
り
、
残
り
の
省
で
も
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。（『
新

京
報
』
二
〇
一
〇
年
八
月
一
八
日
）。

　

農
民
工
を
め
ぐ
る
雇
用
環
境
の
変
化

は
、
全
国
的
な
農
民
工
の
労
賃
引
き
上

げ
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

雇
用
環
境
の
変
化
は
都
市
部
門
の
労
働

需
要
の
増
加
の
み
に
起
因
す
る
も
の
で

は
な
く
、
農
民
工
の
供
給
元
で
あ
る
農

村
部
で
の
農
業
環
境
の
変
化
や
政
府
の

農
業
政
策
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

● 

農
業
産
業
化
の
進
展
と
農
民
専

業
合
作
社

　

中
国
政
府
は
食
糧
重
視
の
農
業
政
策

に
よ
っ
て
発
生
し
た
食
糧
の
過
剰
生
産

と
累
積
す
る
食
管
赤
字
に
対
処
す
る
た

め
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
「
農
業

産
業
化
」
と
呼
ば
れ
る
農
業
構
造
調
整

を
進
め
て
き
た
。
農
業
産
業
化
と
は
、

龍
頭
企
業
が
中
心
と
な
り
、
契
約
農
業

や
産
地
化
を
通
じ
て
農
民
や
関
連
組
織

を
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
農

業
の
生
産
、
加
工
、
流
通
の
一
貫
体
系

の
構
築
を
推
進
し
、
農
産
品
の
市
場
競

争
力
の
強
化
と
農
業
利
益
の
最
大
化
を

図
る
と
同
時
に
、
農
業
と
農
村
の
振
興

や
農
民
の
経
済
的
厚
生
向
上
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
農
業
産
業
化
に
お
い
て
、「
農

民
専
業
合
作
社
」
が
農
業
技
術
普
及
や

農
業
経
営
の
面
で
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
農
民
専
業
合
作
社
と
は
、
一

九
八
〇
年
代
前
半
の
集
団
農
業
シ
ス
テ

ム
の
解
体
と
前
後
し
て
誕
生
し
た
農
民

の
協
同
組
合
で
、
そ
の
多
く
は
大
規
模

経
営
農
家
や
地
方
政
府
、
あ
る
い
は
龍

頭
企
業
な
ど
が
主
導
す
る
形
で
運
営
さ

れ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
農
民

専
業
合
作
社
法
も
施
行
さ
れ
、
そ
の
規

範
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
部
の
資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

八
年
九
月
末
時
点
で
農
民
専
業
合
作
社

法
に
基
づ
く
法
人
登
記
数
は
約
八
万
社

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
工
商
局
登
録

の
農
民
専
業
合
作
社
の
数
は
増
加
を
続

け
、
二
〇
〇
八
年
末
に
は
一
〇
万
社
、

二
〇
一
〇
年
六
月
末
時
点
で
は
三
一
万

社
に
達
し
、
会
員
農
家
数
も
二
六
〇
〇

万
世
帯
（
全
農
家
の
約
一
割
）
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国
の
四
万
社
以

上
の
合
作
社
が
農
作
物
の
質
量
安
全
認

証
の
取
得
に
取
り
組
み
、
二
万
四
〇
〇

〇
社
の
合
作
社
で
は
無
公
害
食
品
や
緑

色
な
ど
の
安
全
認
証
を
取
得
し
た
。
ま

た
、
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
も
二
万
五
六

〇
〇
社
の
合
作
社
で
認
証
登
録
が
行
わ

れ
、
ス
ー
パ
ー
や
流
通
企
業
と
直
接
の

生
産
・
販
売
関
係
を
構
築
す
る
も
の
も

一
万
社
以
上
に
の
ぼ
る
。

　

そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
政
府
も
税

制
面
や
金
融
面
で
の
合
作
社
へ
の
支
援

を
強
化
し
、
中
央
財
政
は
二
〇
〇
八
年

か
ら
二
〇
一
〇
年
の
累
計
で
一
三
億
元
、

省
政
府
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九

年
の
累
計
で
一
六
億
元
の
財
政
資
金
を

合
作
社
支
援
に
投
じ
て
い
る
。
た
だ
し

農
民
専
業
合
作
社
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
や
優
遇
措
置
を
受
け
る
た
め
、
名
目

上
設
立
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
農
民
専
業
合
作
社
の
設
立
状
況
と

機
能
に
つ
い
て
は
実
態
と
合
わ
せ
て
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
食
糧
生
産
農
家
へ
の
支
援
強
化

　

農
民
専
業
合
作
社
の
設
立
は
、
園
芸

作
物
や
畜
産
業
と
い
っ
た
商
品
的
性
格

の
強
い
農
産
物
が
中
心
で
、
差
別
化
が

難
し
い
食
糧
作
物
で
は
収
益
性
も
低

く
、
組
織
化
も
後
れ
て
い
る
。
し
か
し

食
糧
自
給
率
低
下
は
国
の
食
糧
安
全
保

障
問
題
に
直
結
す
る
た
め
、
二
〇
〇
四

年
か
ら
中
国
政
府
は
食
糧
流
通
の
自
由

化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
食
糧
生
産
農

家
へ
の
支
援
も
強
化
し
て
き
た
。

　

中
国
政
府
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
市
場

価
格
よ
り
高
い
価
格
で
食
糧
を
購
入
す

る
保
護
価
格
買
付
を
廃
止
す
る
一
方

で
、
食
糧
生
産
農
家
に
対
し
て
現
金
を

直
接
支
出
す
る
補
助
金
制
度
を
新
た
に

導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は
農
家
が

優
良
品
種
を
導
入
す
る
た
め
の
補
助
金

や
農
業
機
械
購
入
へ
の
補
助
金
、
農
業

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た

め
の
農
業
生
産
資
材
総
合
直
接
補
助
金

を
支
給
す
る
な
ど
、
農
家
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
食
糧
価
格
の
下
落
を
抑
制
す

る
た
め
、
政
府
は
最
低
買
付
価
格
制
度

を
新
た
に
導
入
し
た
。
コ
メ
の
最
低
買

吉林省の大手鶏肉加工企業（筆者撮影）。近年の人手不足
を受け、この企業でもワーカーの賃金引き上げが著しい。
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付
が
初
め
て
発
動
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年

に
は
、
早
稲
イ
ン
デ
ィ
カ
米
四
五
七
万

ト
ン
と
中
晩
イ
ン
デ
ィ
カ
米
七
九
五
万

ト
ン
の
最
低
買
付
価
格
で
の
買
い
取
り

が
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
米
価
が
低
迷
し
て
き
た
二
〇

〇
八
年
の
秋
以
降
、
政
府
は
コ
メ
の
買

い
支
え
を
強
化
し
、
二
〇
〇
九
年
三
月

末
ま
で
に
国
家
臨
時
ス
ト
ッ
ク
の
形
で

一
四
三
五
万
ト
ン
の
コ
メ
を
購
入
す
る

と
と
も
に
、
コ
メ
輸
送
費
へ
の
補
助
金

も
提
供
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
も

イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
価
格
は
伸
び
悩
ん
だ

こ
と
か
ら
、
早
稲
イ
ン
デ
ィ
カ
米
に
つ

い
て
は
二
七
七
万
ト
ン
、
中
晩
稲
イ
ン

デ
ィ
カ
米
で
は
五
七
七
万
ト
ン
を
最
低

買
付
価
格
で
購
入
し
て
い
る
。

　

小
麦
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
か

ら
最
低
買
付
価
格
に
よ
る
政
府
買
付
品

目
に
追
加
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
か
ら

の
小
麦
の
連
続
増
産
で
、
供
給
過
剰
と

価
格
低
迷
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
政
府
は
大
量
の
小
麦
の
最

低
価
格
買
付
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇

〇
六
〜
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
毎
年
の
買

付
量
は
そ
れ
ぞ
れ
、四
〇
七
〇
万
ト
ン
、

二
八
九
五
万
ト
ン
、四
一
七
四
万
ト
ン
、

四
〇
〇
四
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、最
低
買
付
価
格
に
関
し
て
、

買
付
量
の
み
な
ら
ず
価
格
面
で
も
大
幅

な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
メ

と
小
麦
の
代
表
的
な
品
目
に
つ
い
て
、

最
低
買
付
価
格
の
水
準
と
変
化
率
を
表

1
に
整
理
し
た
。
表
か
ら
読
み
取
れ
る

よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
七

年
ま
で
は
最
低
買
付
価
格
は
変
更
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
最
低

買
付
価
格
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
中
晩
稲
イ
ン
デ
ィ
カ
米
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
八
年
が
対
前
年
比
九
・

七
％
、
二
〇
〇
九
年
は
同
一
六
・
五
％

の
大
幅
引
き
上
げ
と
な
り
、
小
麦
に
つ

い
て
も
二
〇
〇
九
年
に
は
同
一
三
・

〇
％
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

　

最
低
買
付
価
格
に
よ
る
食
糧
の
政
策

的
買
付
が
断
続
的
に
発
動
さ
れ
た
結

果
、
国
有
食
糧
企
業
に
よ
る
食
糧
備
蓄

の
積
み
増
し
が
、
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。
市
場
価
格
を
上
回

る
水
準
で
国
有
食
糧
企
業
が
購
入
し
た

備
蓄
食
糧
に
対
し
て
は
、
政
府
が
そ
の

保
管
料
と
金
利
負
担
を
補
填
し
て
い

る
。
そ
し
て
穀
物
価
格
が
低
迷
し
た
場

合
に
は
、
備
蓄
食
糧
売
却
に
よ
る
逆
ざ

や
が
発
生
し
た
り
、
補
助
金
を
付
け
た

食
糧
輸
出
が
再
び
行
わ
れ
る
可
能
性
も

高
い
。
そ
の
た
め
、
政
府
も
備
蓄
食
糧

の
将
来
的
な
財
政
負
担
を
考
慮
し
始

め
、
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
を
除
き
、
二
〇
一
〇
年
の
最
低
買

付
価
格
の
引
き
上
げ
幅
は
三
〜
五
％
程

度
に
と
ど
め
た
。

● 

直
面
す
る
農
業
の
政
策
課
題

　

中
国
政
府
は
農
業
産
業
化
政
策
の
推

進
と
食
糧
生
産
農
家
へ
の
支
援
強
化
に

よ
っ
て
、
農
村
住
民
の
所
得
水
準
の
向

上
と
農
業
収
益
の
上
昇
に
努
め
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
出
稼
ぎ
労
働

に
向
か
う
農
民
の
機
会
費
用
を
引
き
上

げ
る
こ
と
で
、
農
民
工
の
供
給
を
抑
制

し
た
り
、
よ
り
条
件
の
良
い
職
種
や
職

場
環
境
を
求
め
た
り
す
る
意
識
を
高
め

る
と
考
え
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
夏
頃
か

ら
実
際
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て

き
た
。
反
面
、
食
糧
生
産
農
家
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
中
国
政
府
の
取
り
組
み

は
、非
効
率
な
食
糧
経
営
を
温
存
さ
せ
、

農
業
産
業
化
政
策
に
よ
る
農
業
構
造
調

整
自
体
を
阻
害
し
て
し
ま
う
危
険
性
も

孕
ん
で
い
る
。

　

安
定
的
な
食
糧
生
産
量
の
確
保
と
生

産
農
家
支
援
と
い
う
食
糧
保
護
政
策

と
、
農
業
産
業
化
を
通
じ
て
競
争
力
の

高
い
農
業
生
産
を
実
現
す
る
と
い
う
構

造
調
整
政
策
を
い
か
に
両
立
さ
せ
て
い

く
の
か
、
中
国
政
府
に
は
極
め
て
慎
重

な
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
ほ
う
け
ん　

ひ
さ
と
し
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

開
発
戦
略
研
究
グ
ル
ー
プ
・
や

ま
ぐ
ち　

ま
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

在
成
都
海
外
派
遣
員
）
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 表1　主要穀物の最低買付価格の推移 （単位：元/トン）

中晩稲ジャポニカ米
（三等級）

中晩稲インディカ米
（三等級）

小麦
（三等級、白麦）

価　格 変化率 価　格 変化率 価　格 変化率

2004 1,500 1,440

2005 1,500 0.0％ 1,440 0.0％

2006 1,500 0.0％ 1,440 0.0％ 1,440

2007 1,500 0.0％ 1,440 0.0％ 1,440 0.0％

2008 1,640 9.3％ 1,580 9.7％ 1,540 6.9％

2009 1,900 15.9％ 1,840 16.5％ 1,740 13.0％

2010 2,100 10.5％ 1,940 5.4％ 1,800 3.4％
（出所）国家発展和改革委員会・経済貿易司のホームページ（http://jms.ndrc.gov.cn/default.htm）より筆者作成。
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